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一 般 質 問
地
域
経
営
会
議
の
見
直
し
作
業
の
中
で
検
証

多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
体
制
の
整
備
を
目
指
す

意
見
集
約
の
手
法教

職
員
の
人
事
権
等

移
譲
に
関
す
る
見
解
は

自
動
二
輪
車
駐
車
場

設
置
の
働
き
か
け
を

ニ
ー
ズ
調
査
実
施
で

保
育
の
質
の
向
上
へ

防
犯
カ
メ
ラ
の
リ
ー
ス

商
店
街
へ
の
補
助
は

江
の
島
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

早
期
に
再
整
備
を

鉄道利用者数を推計

いずみ野線延伸計画

バス交通の再編なども想定

加
藤
　
一

（
自
由
松
風
会
）

質
問　

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
に
当
た
っ
て
、
広

く
市
民
の
声
を
聞
き
、
開
か
れ

た
市
政
を
実
現
す
る
た
め
に
、

地
域
に
お
け
る
市
民
の
声
を
聞

く
場
に
つ
い
て
、
今
後
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

聞
き
た
い
。

答
弁　

本
市
で
は
、
地
区
市
民

集
会
、
く
ら
し
・
ま
ち
づ
く
り

会
議
、
地
域
経
営
会
議
と
三
十

年
以
上
に
わ
た
る
市
民
参
加
、

市
民
協
働
の
歴
史
が
あ
り
、
さ

ら
に
、
そ
の
中
で
市
民
が
主
体

と
な
っ
て
地
区
集
会
が
開
催
さ

れ
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
広
く
地
域
住
民
の

声
を
吸
い
上
げ
る
と
い
う
機
能

は
地
区
集
会
だ
け
で
は
果
た
せ

て
は
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

現
在
、
地
域
経
営
会
議
の
検

証
と
見
直
し
作
業
を
行
う
中
で
、

地
域
住
民
の
意
見
集
約
等
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
課
題
の
整
理

と
検
証
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
地
区
集
会
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の

参
加
者
を
得
て
意
見
等
を
聞
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
テ
ー
マ

設
定
や
周
知
方
法
、
開
催
時
間

な
ど
工
夫
や
改
善
を
す
べ
き
点

も
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の

運
営
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
地
区
集
会
以
外
の
地

域
住
民
の
意
見
集
約
等
の
手
法

も
含
め
、
市
民
が
よ
り
関
心
を

持
っ
て
か
か
わ
れ
る
市
民
参
加

の
体
制
の
整
備
に
向
け
、
引
き

続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
。

有
賀
　
正
義（み

ん
な
の
党
藤
沢
）

質
問　

今
般
、
教
職
員
の
人
事

権
や
学
級
編
制
権
の
市
町
村
へ

の
移
譲
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ

れ
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
学
級

編
制
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

神
奈
川
県
の
同
意
は
不
要
で
事

後
届
け
出
制
と
な
る
な
ど
市
町

村
の
裁
量
が
拡
大
さ
れ
た
。

　

地
方
分
権
改
革
と
し
て
興
味

深
い
と
思
わ
れ
る
が
、
本
市
は

こ
れ
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
の

か
。

答
弁　

市
町
村
の
裁
量
拡
大
に

つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
標
準

学
級
数
に
基
づ
く
教
職
員
定
数

の
配
置
と
な
っ
て
お
り
、
財
源

の
補
充
が
な
い
。

　

本
市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

市
独
自
で
教
職
員
を
さ
ら
に
配

置
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

引
き
続
き
教
育
的
効
果
が
上
が

る
よ
う
な
学
級
編
制
に
努
め
て

い
く
。
ま
た
、
今
後
、
三
十
五

人
学
級
編
制
等
、
定
数
措
置
の

国
の
動
き
に
つ
い
て
も
注
視
し

て
い
く
。

質
問　

都
道
府
県
が
持
つ
教
職

佐
藤
　
清
崇（か

わ
せ
み
ク
ラ
ブ
）

質
問　

い
ず
み
野
線
延
伸
の
実

現
に
向
け
た
検
討
会
に
お
い
て
、

鉄
道
利
用
者
数
を
一
日
当
た
り

二
万
五
千
八
百
人
と
推
計
し
て

い
る
が
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て

員
の
人
事
権
に
関
し
、
中
核
市

を
中
心
と
し
て
移
譲
の
議
論
が

あ
る
中
、
条
例
に
よ
る
事
務
処

理
特
例
制
度
を
用
い
た
移
譲
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
は
十
分
に
中
核
市
相
当

と
言
え
る
規
模
に
あ
る
が
、
人

事
権
が
県
か
ら
移
譲
さ
れ
た
場

合
の
望
ま
し
い
点
と
課
題
に
つ

い
て
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

望
ま
し
い
点
と
し
て
、

本
市
で
の
採
用
を
希
望
す
る
優

秀
な
教
職
員
を
独
自
で
採
用
で

き
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

一
方
、
課
題
と
し
て
は
、
本

市
だ
け
で
受
験
生
の
人
材
を
確

保
し
、
有
益
で
適
正
な
試
験
を

実
施
し
、
さ
ら
に
多
岐
に
わ
た

る
人
事
関
係
の
事
務
を
本
市
の

事
務
体
制
で
処
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
等
が
考
え
ら
れ
る
。

佐
賀
　
和
樹（ふ

じ
さ
わ
自
民
党
）

質
問　

近
年
、
民
間
商
業
施
設

な
ど
に
自
動
二
輪
車
駐
車
場
が

設
置
さ
れ
る
例
が
見
ら
れ
る
。

施
設
建
設
時
の
開
発
指
導
の
よ

う
な
場
面
で
行
政
の
側
か
ら
そ

の
設
置
を
促
す
の
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
が
、
本
市
の
対
応
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

本
市
で
は
、
藤
沢
市
特

定
開
発
事
業
等
に
係
る
手
続
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
に
お
い

て
、
自
転
車
、
原
動
機
付
自
転

車
及
び
自
動
二
輪
車
の
駐
車
場

の
整
備
基
準
を
規
定
し
、
主
に

自
転
車
の
駐
車
場
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
附
置
義
務

を
定
め
て
い
る
。

　

大
型
自
動
二
輪
車
に
つ
い
て

は
、
こ
の
整
備
基
準
に
よ
り
、

一
定
規
模
以
上
の
中
高
層
建
築

物
、
主
に
大
規
模
集
客
施
設
等

で
駐
車
需
要
が
見
込
ま
れ
る
場

合
に
お
い
て
、
長
さ
二
・
三
㍍
、

幅
一
・
〇
㍍
の
寸
法
を
提
示
し
、

指
導
し
て
い
る
。

　

な
お
、駐
車
場
法
に
お
い
て
、

車
両
の
駐
車
に
供
す
る
部
分
の

面
積
が
、
五
百
平
方
㍍
以
上
、

か
つ
駐
車
料
金
を
徴
収
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
届
け
出
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
附
置
義

務
は
求
め
て
い
な
い
。

　

百
二
十
五
㏄
を
超
え
る
自
動

二
輪
車
駐
車
場
の
最
近
の
設
置

事
例
と
し
て
は
、
条
例
に
基
づ

く
協
議
に
よ
り
、
昨
年
、
湘
南

Ｃ
︱
Ｘ
（
シ
ー
ク
ロ
ス
）
内
の

大
型
商
業
施
設
に
七
十
三
台
、

ま
た
、
本
年
は
そ
の
近
隣
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
に
十
八
台
が
設
置

さ
れ
た
。

　

今
後
も
条
例
に
基
づ
き
、
一

定
規
模
以
上
の
中
高
層
建
築
物

へ
の
指
導
強
化
を
行
う
と
と
も

に
、
そ
れ
以
下
の
規
模
に
つ
い

て
も
条
例
の
設
置
基
準
に
準
じ
、

事
業
者
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
、

施
設
利
用
者
及
び
周
辺
環
境
へ

の
配
慮
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
。

武
藤
　
正
人（

藤
沢
市
公
明
党
）

質
問
　
本
年
は
多
く
の
人
が
江

の
島
を
訪
れ
た
よ
う
だ
が
、
江

の
島
岩
屋
の
観
光
客
の
状
況
と

現
在
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
稚
児
ヶ

淵
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
再
整
備
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁
　
江
の
島
岩
屋
の
観
光
客

数
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が

あ
っ
た
平
成
二
十
三
年
度
も
落

ち
込
む
こ
と
な
く
、
年
間
二
十

万
人
を
超
え
て
い
る
。

　

本
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の

入
場
者
数
は
、
過
去
五
年
間
の

同
時
期
の
平
均
入
場
者
数
八
万

八
千
人
に
対
し
、
六
月
に
台
風

四
号
の
影
響
で
一
週
間
閉
洞
し

た
も
の
の
、
十
一
万
一
千
人
と

約
二
六
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
増
加
傾
向
の
理
由

と
し
て
は
、
境
川
河
口
と
江
の

島
稚
児
ヶ
淵
を
結
ぶ
遊
覧
船
べ

ん
て
ん
丸
の
運
航
を
平
日
も
行

う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
小

田
急
線
の
往
復
割
引
乗
車
券
と

島
内
人
気
ス
ポ
ッ
ト
が
一
日

何
回
で
も
利
用
可
能
な
パ
ス

ポ
ー
ト
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

「
ｅえ

の
ｎ
ｏ
＝
ｐ

パ

ス

ａ
ｓ
ｓ
」
が
三

月
末
よ
り
小
田
急
線
各
駅
で
も

販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

稚
児
ヶ
淵
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の

再
整
備
に
つ
い
て
は
、
藤
沢
市

観
光
振
興
計
画
の
大
き
な
柱
の

一
つ
で
あ
る
「
観
光
客
を
迎
え

る
お
も
て
な
し
の
体
制
づ
く

り
」
と
い
う
観
点
か
ら
も
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

過
日
、
市
に
対
し
、
公
益
社
団

法
人
藤
沢
市
観
光
協
会
、
江
の

島
振
興
連
絡
協
議
会
、
江
の
島

弁
天
会
、
江
の
島
観
光
会
の
観

光
関
連
四
団
体
か
ら
早
期
の
施

設
再
建
に
向
け
た
要
望
書
が
提

出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

市
と
し
て
も
、
江
の
島
の
地

域
及
び
観
光
団
体
の
意
向
も
踏

ま
え
、
早
期
の
施
設
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

聞
き
た
い
。

答
弁　

鉄
道
利
用
者
数
の
推
計

に
当
た
っ
て
は
、
本
市
の
総
合

計
画
な
ど
の
将
来
推
計
人
口
を

基
礎
に
、
延
伸
計
画
に
お
け
る

秋
葉
台
公
園
東
側
の
駅（
Ａ
駅
）

と
健
康
と
文
化
の
森
地
区
に
位

置
す
る
駅
（
Ｂ
駅
）
を
軸
と
し

た
沿
線
地
域
の
将
来
人
口
を
想

定
し
て
い
る
。

　

Ａ
駅
周
辺
で
は
、
現
在
施
行

中
の
北
部
第
二
（
三
地
区
）
土

地
区
画
整
理
事
業
な
ど
に
よ
る

居
住
人
口
、
従
業
人
口
の
増
加

が
見
込
ま
れ
、
Ｂ
駅
周
辺
に
つ

い
て
は
市
街
化
区
域
編
入
、
新

産
業
の
森
地
区
や
御
所
見
中
心

拠
点
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど

が
進
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

い
ず
み
野
線
延
伸
を
契
機
と
し

て
Ａ
駅
、
Ｂ
駅
に
お
け
る
バ
ス

交
通
な
ど
が
再
編
さ
れ
る
と
想

定
し
、
平
成
二
十
年
度
に
実
施

し
た
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

の
結
果
と
あ
わ
せ
、
鉄
道
利
用

者
数
を
推
計
し
て
い
る
。

　

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
は
、

都
市
計
画
を
検
討
す
る
際
に
基

本
と
す
る
も
の
で
、
大
都
市
交

通
セ
ン
サ
ス
や
自
動
車
の
起
終

点
調
査
な
ど
と
は
異
な
り
、人
々

の
動
き
、
利
用
し
て
い
る
交
通

手
段
を
全
体
的
に
捉
え
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
検

討
会
に
お
い
て
も
、
こ
の
調
査

を
も
と
に
推
計
し
た
。

　

今
後
、
具
体
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
検
討
を
進
め
る
中
で
、
鉄

道
利
用
者
数
の
推
計
な
ど
に
つ

い
て
も
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め

て
い
き
た
い
。

東
木
　
久
代（

藤
沢
市
公
明
党
）

質
問　

子
ど
も
・
子
育
て
関
連

三
法
が
成
立
し
、
幼
児
教
育
、

保
育
の
質
と
量
の
充
実
が
図
ら

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

の
こ
の
新
制
度
に
対
す
る
評
価

と
実
施
に
向
け
た
準
備
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答
弁　

子
ど
も
・
子
育
て
関
連

三
法
に
つ
い
て
は
成
立
は
し
た

も
の
の
、
ま
だ
確
定
し
て
い
な

い
点
も
数
多
く
あ
る
が
、
保
育

士
の
処
遇
改
善
や
配
置
基
準
の

見
直
し
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
点
は
保
育
の
質
の
向
上
に
必

要
な
施
策
と
評
価
し
て
い
る
。

　

一
方
、
保
育
の
必
要
性
の
認

定
を
受
け
な
い
児
童
の
受
け
入

れ
や
短
時
間
保
育
の
導
入
な
ど

も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
待
機
児

童
数
の
多
い
本
市
に
お
い
て
は
、

量
の
拡
大
は
か
な
り
難
し
い
課

題
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　

な
お
、
新
制
度
の
実
施
に
向

け
た
準
備
と
し
て
は
、
本
格
実

施
と
な
る
予
定
の
平
成
二
十
七

年
度
ま
で
に
就
学
前
児
童
に
対

す
る
教
育
、
保
育
、
子
育
て
支

援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
い
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
供
給
手
段
や
量
を
定

め
た
市
の
事
業
計
画
を
策
定
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
た
め
、
来
年
度
の
当
初

予
算
に
ニ
ー
ズ
調
査
費
用
を
計

上
す
る
と
と
も
に
、
新
制
度
に

向
け
た
組
織
と
人
員
の
配
置
な

ど
体
制
整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

井
上
　
裕
介

（
さ
つ
き
会
）

質
問　

繁
華
街
を
中
心
に
多
く

発
生
し
て
い
る
犯
罪
を
防
止
す

る
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
が
有
効
と

考
え
る
。
本
市
で
は
法
人
商
店

街
に
対
し
四
五
％
、
任
意
団
体

に
対
し
四
〇
％
の
補
助
率
で
補

助
を
行
っ
て
い
る
が
、
カ
メ
ラ

三
台
で
百
万
円
を
超
え
る
負
担

が
発
生
す
る
試
算
も
あ
る
な
ど
、

商
店
街
の
負
担
は
大
き
い
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
リ
ー
ス
物
件

へ
の
補
助
等
に
係
る
他
市
の
事

例
や
本
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

現
在
、
本
市
で
は
防
犯

カ
メ
ラ
の
リ
ー
ス
物
件
に
つ
い

て
は
補
助
対
象
と
し
て
い
な
い
。 　

他
市
の
事
例
で
は
、
東
京
都

と
都
内
の
区
市
町
村
と
が
連
動

し
た
補
助
制
度
が
あ
り
、
そ
の

中
に
リ
ー
ス
物
件
に
対
す
る
支

援
を
含
め
た
も
の
が
あ
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
複
数
年
で
リ

ー
ス
契
約
を
し
た
防
犯
カ
メ
ラ

の
初
年
度
の
リ
ー
ス
料
と
設
置

当
初
に
か
か
る
工
事
費
に
対
し
、

都
が
三
分
の
一
、
各
区
市
町
村

が
三
分
の
一
を
補
助
す
る
も
の

で
、
二
年
目
以
降
は
対
象
外
と

し
て
い
る
。

　

商
店
街
は
買
い
物
客
を
初
め
、

通
勤
、
通
学
な
ど
で
多
く
の
人

が
行
き
交
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
と
な
る
こ
と
か
ら
、

安
心
し
て
利
用
さ
れ
る
環
境
と

な
る
よ
う
、
本
市
と
し
て
も
、

先
進
事
例
の
状
況
を
参
考
に
調

査
、
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

より多くの声を集め活気あるまちの実現へ

利用者から設置が望まれる自動二輪車駐車場＝テラスモール湘南


